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研究成果の概要（和文）： 医学生が修学上に直面するさまざまなストレスや危機から立ち直り成長する力（レ
ジリエンス）を高めるために、認知行動コーチングを活用したプログラムを開発した。プログラムユニットは、
医学生に多くみられるストレスの測定および解決に活用する強みの測定、現在直面する課題に対して学生が互い
に支援できるようになるためのピアコーチング演習、集中力と安定性を養い将来のストレスに対する耐性を高め
るためのマインドフルネス演習から構成される。開発した各ユニットの測定具および演習の効果検証の結果を確
認し、実用に耐えうるプログラムのプロトタイプが完成した。

研究成果の概要（英文）：We developed a cognitive-behavioral coaching program to enhance the 
resilience of medical students in recovering from various stresses and crises they face during their
 academic experience. The program units consisted of the following tasks: finding a person’s 
strengths, peer coaching exercises to support each other, and mindfulness exercises to develop 
concentration and stability and increase future stress tolerance. Psychological and biological 
instruments assessed the effects of the program. Results indicated that students’ resilience, 
emotional intelligence, coaching competency self-efficacy, and positive emotions increased 
significantly, whereas salivary cortisol concentration decreased significantly after experiencing 
the program. This study successfully established the basic structure of the program. Future research
 is needed to confirm the consistency of this program.

研究分野：心理学　医学教育　臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 6年間の厳しい学業を経て命を預かる重い使命を負う医学生のメンタルヘルスに対する予防的対応は喫緊の課題
となっている。本研究で開発したプログラムによって、医学生が自らの強みを活かしつつ、互いにサポートでき
るピアコーチングによって直面する課題を解決し、さらにマインドフルネスによって将来のストレッサーに対し
ても予防的に対応できる効果が確認されたことは意義があったと考える。
　本プログラムをアレンジすることによって医学生のみならず、他の医療系学生や、医療従事者にも広く適用で
きる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 近年、医学生の留年率が増加しているが、原因の一端には不安や抑うつなどに関わる問題があ
ると指摘されている。同様に諸外国でも医学生のメンタルヘルス不調の多さが問題視されてい
る。この問題に対しては、メンタルヘルス不調者のみを対象とした治療や、従来型のストレスマ
ネジメントによる予防策ではなく、「レジリエンス」の観点からのアプローチが有効であると考
えた。レジリエンスとは、「逆境に直面し、それを克服し、その経験によって強化あるいは変容
される普遍的な人の許容力」と定義され、単なる回復ではなく精神的成長や健康増進というポジ
ティブな側面が強調される。医学生におけるレジリエンスの重要性は、諸外国でも着目されてい
るが、まだスタンダードは確立しておらず、日本の医学生の実情に合わせたレジリエンス強化プ
ログラムを作成することに意義があると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 上記の着想を背景に、本研究では（１）医学生のメンタルヘルスの状態の把握、（２）直面す
る困難や課題に対する解決のアプローチとして、認知行動コーチングを用いたピア・コーチング
の実践演習、（３）将来経験する困難や課題に備えてレジリエンスを高めるアプローチとして、
マインドフルネスプログラムの実践を行い、それらの効果を明らかにし、プログラムのプロトタ
イプを作成することを目的とした。さらに、（４）レジリエンスの背景理論にあるポジティブ心
理学は、海外での研究・実践が先行しているため、諸外国の研究者との情報交換を通してポジテ
ィブ心理学の最新動向を取り入れつつ、日本の文化的背景や実情に合わせたプログラムとして
完成させることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
 上記の目的を明らかにするため、以下の方法でユニットごとに研究を進めた。 
（１）医学生のメンタルヘルスを把握するため、大学生向けのストレススクリーニング検査とし
て定評のある UPI（University Personality Inventory）と SRS-18(ストレス反応検査)を用い
て、調査を継続的に実施した。2020 年度は COVID-19 の渦中にあったため、その影響を明らかに
するため過年度の結果と比較・検討を行った。 
 
（２）認知行動コーチングに基づくコーチング演習を医学生に対して約 10週間にわたり実施し、
ピア・コーチングの会話分析の変化を明らかにした。分析ツールには医療面接の会話分析に用い
られる RIAS を援用した。10 週間の最初と最後でコーチングにおける発言のカテゴリー等に変化
が見られるかどうかの検討を行った。また、集団に対する実施としては、医療系学生の授業にピ
ア・コーチングを取り入れ、授業前後の変化を明らかにした。測定のツールにはコーチングコン
ピテンシーに対する自己効力感（CCSES―R）、コナー・デビッドソンレジリエンス尺度（CD-RISC）、
Wang & Law の情動知能（J-WLEIS）を用いて変化を検証した。 
 
（３）医学生に対するマインドフルネス演習を実践し、実践前後におけるポジティブ感情（POMS）、
レジリエンス（CD-RISC）、情動知能(J-WLEIS)、および唾液コルチゾール濃度の変化を測定し、
さらに参加者からのフィードバックをもとにプログラムを評価し、改善を試みた。さらに、マイ
ンドフルネスプログラム終了後に各自で実践できるような、自習用教材動画を開発した。 
 
（４）ポジティブ心理学コーチングの提唱者であり、この分野を牽引する Dr.Greene、Dr.Palmer、
Dr. Boniwell, I.らのワークショップを受講し、ポジティブ心理学コーチングに対する理解を
深めた。Green & Palmer の共編著書「Positive psychology coaching in practice」の版権を
得て日本語訳を行った。出版後同書を広く日本国内に紹介するため、講演、シンポジウムなどを
実施した。このほか日本ポジティブサイコロジー医学会が中心になって企画した「ポジティブ精
神医学」（金剛出版）の翻訳にも参加、医療者向けの「医療現場で役立つ心理学」の 8章でもポ
ジティブ心理学を紹介した。 
 
 研究最終年度に実施予定であった、各ユニットを統合したプログラムの実践と評価は、COVID-
19 の影響により実施できなかったが、これらユニット単位での効果検証と修正によって、一応
の完成に達したと考えている。 
 
４．研究成果 
 
（１）コロナ禍における医学部新入生のメンタルヘルスを過年度の学生と比較したところ、UPI、



SRS-18 によって測定されたストレスレベルには大きな違いはなかった。ただし、「なんとなく不
安である」という訴えや、「無気力」が例年よりも有意に多いという結果が得られた。また、睡
眠障害を自覚する学生において、ストレスレベルが高い傾向も明らかになった。これらの結果よ
り、今後も持続すると予想される COVID-19 の影響を考慮し、ストレスレベルの高い学生の早期
発見と、学生が適切なストレスコーピングを自分で実施できるようにサポートする必要性が明
らかになった。 
 
（２）医学生に対するピア・コーチングの実践の結果、コーチングの実践場面における会話のパ
ターンが変化し、開放的な質問、共感的な言葉が増加することが確認できた。一方で目標に向か
って行動計画を立てたり、実践をサポートするスキルについては、十分に向上したとは言えなか
った。行動を促進するスキルを向上させるためにはより高度なスキルトレーニングが必要であ
ると考えられた。医療系学生に対するコーチングを活用した授業においては、10 回の授業を受
講後、受講生のコーチングコンピテンシー自己効力感、レジリエンス、情動知能が向上すること
が明らかになった。この効果は、対面授業だけではなく、2020 年度に COVID-19 の影響下で、遠
隔授業として実施した場合にも、同様の効果があることが確認できた。効果の継続性については、
授業に対する印象が強かった学生については、持続されている傾向にあったが、そうでない場合
は、レジリエンス、自己効力感ともに元の値に戻ってしまうことがわかった。効果を持続される
ための介入方法については、今後の検討課題となった。 
 
（３）特定の目標やストレッサーに対する対応ではなく、レジリエンスの基礎体力ともいうべき
力を養う方法として、マインドフルネスを導入する試みを行った。一般的な 8週間プログラムで
はなく、限られた時間で効果を上げ、自己学習で継続できるような方法を模索した。13 コマの
マインドフルネス実習と継続学習のための動画を作成し、効果を測定した。効果は、心理指標お
よび生理指標で測定し、心理指標においてはレジリエンス、マインドフルネス、ポジティブ感情、
および情動知能の一部に上昇が見られ、生理指標においては、コルチゾル濃度の低下によってス
トレス軽減効果が確認できた。マインドフルネス介入の効果は、マインドフルネスに対して受容
的で、性格傾向の開放性が高く、神経症的傾向の高い人においてより顕著であった。継続学習用
の動画の効果については、少人数で 2週間の実践を行い、毎日心理・生理指標を用いて測定を行
い、一定の効果が得られた。結果の発表は研究期間終了後に予定している。 
 
（４）以上の研究結果に加え、「ポジティブ心理学コーチングの実践」（監訳）、「ポジティブ精神
医学」（2章担当）、「医療現場で役立つ心理学」（8章担当）など書籍の出版を通して、海外のポ
ジティブ心理学の最新動向を日本に広く紹介することができた。また、それぞれの出版に合わせ
た記念講演、シンポジウムを日本ポジティブサイコロジー学会、日本健康心理学会等において開
催した。 
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